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1. 背景

楽曲は電子媒体・インターネットの普及によって，非

常に身近なものとなっている．自身の気分に合わせた楽

曲をより自由に，手軽に聴くことができるようになり，

楽曲の選択によるユーザー自身の感情への影響も日常的

に生じ易くなっていると言える．例えば，落ち込んでい

る際に明るい楽曲を聴くことで，ポジティブな感情へと

変化することも少なからず経験されるだろう．楽曲のリ

ラックス効果やストレス軽減効果を見込んだ音楽療法は，

その最たる例であると考えられる．

森 [1]は 18～26歳の 131名にアンケート調査を行い，

日常の楽曲聴取における歌詞の役割について報告を行っ

た．調査の結果，楽曲聴取において歌詞がメロディより

も感情を喚起する役割をより強く担っていることが示

されており，感情変化における歌詞の重要度は高いと考

えられる．また，Kimら [2]は複数の生体信号を用いて

音楽聴取時の感情認識を行っており，その中で心拍変動

(HRV)[3]が特徴量として重要であることを示している．

HRVは自律神経系によって調節されており，自律神経

系は感情によって影響される．そのため，楽曲聴取によ

る感情変化と HRVにも関連性があるとされている [4]．

楽曲による感情への影響について調べた先行研究とし

て以上の報告が挙げられるが，歌詞やメロディなど楽曲

の構成要素が感情を喚起させる要因であることを生理的

反応で裏付けた研究は，我々が調べた限りでは存在しな

かった．一方で，上述のように生体信号による楽曲視聴

時の感情認識が可能であることは既に示されており，中

でも HRVは特徴量として有効であった．本研究では歌

詞黙読時，メロディ視聴時，楽曲視聴時の 3条件でHRV

分析を行い，その結果の比較によって歌詞が感情を喚起

させる要因であるのか検証することを目的としている．

本報告では基礎的検証の結果として，歌詞自体に対して

の自然言語処理による感情分類を行った結果を示す．
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2. 自然言語処理による歌詞解析

歌詞解析では，日本語評価極性辞書 [5][6]に則り，ポ

ジティブ・ネガティブ・ニュートラルからなる 3つの評

価極性を各単語に付与し，それら歌詞内単語の評価極性

（以下，単語感情極性）を平均化することで歌詞自体の

感情への影響の評価値（以下，歌詞感情値）を算出する．

上記の処理実行のため，まずMeCabを用いて歌詞の

形態素解析を行い，品詞が名詞・動詞・形容詞・副詞であ

る単語を抽出した．次に，抽出された各単語に対して日

本語評価極性辞書を用いて単語感情極性判定を行う．こ

の辞書は感情極性を数値でなく，ポジティブ・ネガティ

ブ・ニュートラルとして表しているが，本研究ではそれ

ぞれを+1・−1・0として数値化した．その後，歌詞に対

してその中に含まれる各単語の単語感情極性の平均値を

算出し，それを歌詞感情値とした．歌詞感情値の結果か

ら各楽曲をポジティブ・ネガティブ・ニュートラルに分

類した．

3. 結果

表 1は歌詞解析によって得られた各楽曲の曲名 (アー

ティスト名)と評価値を，表 2は日本語評価極性辞書か

ら各感情極性の単語を表す．表 1・2を見るとOne Love

は愛，幸せ，未来といったポジティブな単語が多く，値

がプラスに傾きポジティブな楽曲に分類されている．サ

イレントマジョリティーは大人，世界，時間，自由，未

来，孤独，支配といった各極性の単語が混在し，ニュー

トラルな楽曲と判定されている．テルーの唄は悲しい，

切ないといったネガティブな単語が多いので，評価値が

マイナスに傾きネガティブな楽曲となっている．いずれ

もそれぞれの楽曲の印象と合致している．

4. 考察

本報告では，自然言語処理による日本語評価極性辞書

を用いた歌詞感情値を算出した．その上で各感情極性に

分類することで各楽曲の歌詞に対する印象を適切に数値

化することができるものと考える．現段階では単語の集
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表 1: 歌詞感情値算出結果
曲名 (アーティスト名) 歌詞感情値

One Love(嵐) +0.68

ヘビーローテーション (AKB48) +0.54

上を向いて歩こう (坂本九) 0.00

サイレントマジョリティー (欅坂 46) -0.01

悪女 (中島みゆき) -0.27

テルーの唄 (手嶌葵) -0.47

表 2: 各単語感情極性の単語の例
感情極性 単語例

ポジティブ 愛，幸せ，未来，自由，好き，愛しい

ニュートラル 大人，世界，時間

ネガティブ 孤独，支配，悲しい，切ない，忙しい，凍える

合から各感情極性の単語出現頻度に基づいて歌詞感情値

を算出しているが，さらに構文解析も行うことによって，

係り受け構造を考慮した上で歌詞感情値を算出すること

も可能となる．今回の結果では歌詞感情値の絶対値はそ

れ程大きな値を示していないが，係り受け構造の考慮に

よってより顕著に歌詞の感情的印象を反映させられる可

能性も考えられる．
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図 1: HRV分析の流れ

今後実施する HRV計測実験の際には歌詞に対する印

象についてのアンケートも行い，その主観的評価と歌詞

感情値による評価が合致しているかどうかに基づき，歌

詞解析の妥当性について検証する．また，アンケート結

果だけでなく，楽曲視聴時に計測された HRV指標も用

いることで，そのような感情の変化が自律神経を介して

身体的影響にまで繋がっているのかも含め，より包括的

に検証する予定である．HRV分析ではHRV指標に対し

て統計処理による検定のみでなく，機器学習手法を導入

して HRV指標から本人の楽曲に対する印象を予測可能

かについても検証を行いたい（図 1）．

本研究の応用として，本手法とウェアラブルデバイス

での心拍計測とを組み合わせることで，ユーザーの感情

に適応した楽曲推薦システムの開発も期待できる．近年

のウェアラブルデバイスの進展は目覚ましく，日常的な

計測も徐々に可能となりつつある．ウェアラブルデバイ

スの普及に伴って，実際に日常生活でもそのような心拍

計測ができるようになり，データの蓄積・分析も進めば，

上述のシステム実現も現実味を帯びるだろう．音楽療法

のように楽曲のリラックス効果やストレス軽減効果を日

常生活でも享受できるようなシステム実現に繋がること

を期待する．
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